
PhCHCH3+PhCH(NOB)CH3-PhCH2CIも+PhC(NO2)CHa●
PhC(NOB)CH3-PhC(-NO…)CH3

Propagation ●
PhC(≡NO皇)CH8+PhCH(NO2)CHr→PhC(-N02H)CHa+PhC(NO2)Cl･13

PhC(-NOヱH)CHr→PhCOCH3,Phc(-NO‖)CHa,etC.

Termination
●

PhC(NO2)CH3+CCH12-PhCH(NO皇)CH3+C6HlllC6HI'I+.A-inertproducts

where･AisNO,NO皇,OrOtherradicatspresentillthesystem.(UniversityofTokyo,

‖ongo,Bunkyo･ku,Tokyo,Japan)

ニ トログ))セ TJンのエマルジョン輸送

吉 富 宏 彦

1. ま えが き

ニト｡グリセリン (ニトログリコールを含有する場

合が多い,以下 N/Gと略記する｡)を安全に2地点

間に輸送する方法の1つとして,N/Gを水とエマルジ

ョンにして,パイプ輸送することが考えられ1), いろ

いろな条件の下での安全性の検討結果号)をもlとに し

て,今日では多くの火薬工場で実施されている｡ (特

に注釈なき場合はN/G一水エマJL,ジョンを単にユマJL,

ジzJンと紀する)｡

エマルジョン軸送とlnに盲っても,その方法及び

ェマルジジンの状態は千差万別であり,N/Gの唾類,

ェ･7ルジロンを形成させる為の水 (または水溶按)の

性質,N/Gと水との比,乳化剤の使用の有無によっ

てもエマルジョンの状鯵は大きく変化する｡輸送パイ

プについてはパイプの径や強度の彫管も大きい｡また

安全性について考えればパイプ全長に捗って不燥エマ

ルジョンとなすか,或は二地点間の爆発の伝播を防止

する為,二地点間を結ぶパイプの1部分だけを確実に

不燦にすればよいとする考え方も出来る｡エマJI,ジョ

ンを作るためのインゼクターの構造について見ても

N/GタンクからN/Gを吸上げる方法 と逆 に上から

N/Gをインゼクターに流し込む方法もある｡

この様に我々の条件をすべて組込んだ N/Gェマル

ジョン全般にわたる実験は甚だ田建なものであり･し

かも取扱の危険な N/Gが対象であることも加わって

従来扱告されているN/Gェマルジョンの爆発実験は

概ね極く小規模な爽験であり,その為に実際の兜 堂装
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匿の安全性については参考にする粒度以上に倍額を位

けないのが実情であった｡

旭化成では昭和39科こN/Gの封追払としては最も

能率的かつ安全性のT.LiいスエーヂンのNAB杜 (現在

NitroNoblAklieBohgct)からインゼクター式迎碗

N/G装樫を購入し稼軌 させたが,そのエ粒の l鰍 こ

保安上の見地から再検糾すべきであると･Pi･えられる点

を見EI]だした｡その砲躍米欧のカ法として,主賓点は

駁造現場と同一サイズの突放装鑑を作り,それを使用

してN/Gェマルジヲンの祝鰯及び爆発炎験を挽返す

ことによって.廃酸から分離された紅後の未橋刺の合

致N/Gは水とエマルジ9ンにたり兜く.従ってその

パイプ輸送は保安的見地よりすればあまり好ましくな

いこと,またその欠点を改良する方絵 として R(C2
HIO)nOSO8Naなるアニオン活性剤を小丘使用する

ことにより満足すべき結果を得られることガ砲謬山水

たのでその報告をする｡

2. 未輔淑N/Gェマルジョン輸送について

2.1未輔製 (台散)N/a-水エマルジョンの安全性

をチェY･Jクすることの必渠ti｡

NAB式N/G硝化機は小曲迎紋生産方式であり,棉

化,分際,洗浄工程のIilJは何れも不燃化されたエマル

ジョンによって迎蘇されているのが lつの特長とされ

ているが,木報JB-･に放ける必要.h 捜桝の統繋のみを

述べる｡

硝化用の硫硝脱酸を願助力とするインゼクターによ

りグリセリンを吸入して政敵と汲合することによって

硝化反応を行ない,硝化されたN/Gは脱酸とエマル

ジョンのまま,テラパル式分離板型遠心分離機に流入
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し地紋的に嘘政と分取される｡分超された合致N/G

は水を駆動力とするインゼクターに.kリグリt･リンを

吸入して7%故と批合することによって醐LL:旋応を行な

い,硝化されたは廃酸とエマルジt.1ンのまま,ヂラバ

ル式分取板型適心分取織に流入し辿税的にLR酸と分擬

される｡分取された含放N/Gは水を部助力とするイ

ンIt:･'ククーにより工でルジ:tンとなってJl'イブによっ

て洗浄工程まで選ばれ,qJ｡洗沖工斑では空究投梓を加

えて水洗,分路.ソーダ洗,分臥 油洗.分取が連続

的に行われて柵封N/Gが糾 られるが洗粋T.投では何

れもインゼクターを用いて鋤返と洗浄を劾巣的に行っ

ている｡このエ掛 こ於て遠心分際他で胎位と分限され

た N/Gは水とのエITルジilンとされて洗浄工室生で

/.'イブを通じて選ばれるのであるが,洗桝拝入口に流

入するエマルジ7ンの状怨が不完全である掛こ観察さ

れた｡-カ,伴安的見地より見た勘合 N/Gの分取は

3,000rpm の遠心分鮭抱をJHいており.万一,遠心

分取扱に燃発きJf故が発生しても多北の N/Gを保有し

ている洗浄工壷-の伝矧 ま絶対に跡がねばならない｡

A)ち遠心分擬された合政 N/Gが水とエマルジョンと

なって改称工畠との(ElJに絶対安全な不燃ゾーンを有し

ていなければならない｡N/G一水エマルジョンの安全

性に関する爽晩は文献にいくつか見られるが何れも柿

刺N/Gについて行ったものであl),LJG酸と分挺紅役

の散フユームを山している N/Gを取扱った炎験は勿

飴見当らない｡しかも碓氷のN/G一水エマルジFン共

助は何れも共敦盛的小親株のものであるあその括弧 ま

参考扱庶以上に倍鰍ま掛 ナないのが現状T･あった｡昔

々は封遮保安上の点から含故 N/Gのみならず柵封

N/G,ソーダ洗酬 こ放けるN/GェマJL,ジrIンの安全

性につき剖逝現場と同一叔槙の非験を行うことが庇も

胡如把捉に必変かつ急務であるとの見解から本来故ar･

行ったものである｡

2.2台酸が/G一水エマルジョンの安全化

2.1の共助を行った結弧 含政N/G一水エマルジョ

ンが灸件によっては碑5̂Lに不撤性であるとは謎められ

ないことが分った｡含酸 N/Gを安全に沈静工程へ送

る方法としてはいくつかのカ蛙が額えられるが,否々

としてはエ由紀世を変更しないことを肺-条件として

含政N/Gを乳化し,安全なエマルジョン化すること

ar･目標とした｡含政 N/Gを安全なエマルジ訂ン化す

る為には含故N/Gを水洗した役 エマルジyン輸送す

るガ班と含故N/Gに乳化剤を加えて軌制乳化する方

地があるが.出凍る限り繁雑な:I:粒及び操作を必婆と

しないことを日額にして観潮乳化剤の検肘を行なった

ものである｡
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3. 爽 験 方法

肋述のgllくN/G一水エ1JL,ジaンを形成させる為の

インゼクター方式には大きく分けてN/Gを吹上げる

カ式と流れ込み方式があるが,NAB方式では硝化イ

ンゼクター以外はすべて放れ込み方式を採用 してい

る｡N/Gの稔れ込み式インゼクターの換合には駆動

水とN/Gと空気が海人した釈放で翰送されている.

香々はNAJl方式を対象として製造装置の爽盛を故も

具体的に把握するあに本製造装置と全く同挟な条件を

具備したテスト用の糞匿を作り,爽際にN/G を涜し

て翰送パイプの Ⅰ鰍 こ挿入したガラス管を通して硯索

した｡そして地終El的である安全性を岡上の装匿を用

いて煤発火故により軸路した｡供試 N/Glま製造工投

から紅接採取した｡特に含敢 N/Gは遠心分配された

在役のものを採収し,実験を行うまでは 10'C以下に

保ち,採収挽 川別田以内に実験を終了する掛 こしたo

3.1爽 簸装匿
炎改装投の略図を周 H=示す｡

与

0 =7- 3>プレ



① レベル轟 インゼクターからエマルジョン出口

までのレベル差 1.2m

3.2挽 作 法

本炎験鈍既の操作:敵を列紀すると次の如くである｡

◎ VIを閉じ⑥を附き◎から水をタンク◎へ満た

す｡

⑬ ⑳,◎ を閉じ⑳圧気を⑳へ送る｡

◎ ◎を4kg/cmiに調整する｡

① Vl.YZrPlの空丸を⑳から抜きパイプに水を満

たす｡

◎ VZを開き所定の水圧及水虫のチェックをする｡

◎-2⑳よl)N/Gとt司一流品の水をインゼクター

-乾し込んでいる｡

◎-3 N/Gはタンク◎に入れてある｡

① 遠隔振作によりV3を開くとIF11時に補助水㊥ を

止める｡

◎-)輸送Jl'ィプを迎して観察を行なう｡

⑳-2或はl延時間後に爆発テストを行なう｡

以上の拙作により⑨のタンクの水虫で約3分強の間

爽際の淑近装腔とl司槌の条件が柑られ,水魚及水圧の

変動はない｡またN/Gは約3kgをタンクに入れた

が規症の流血で約20秒PIJ流れる｡エマルジョンの状

地は鹿初の 2-3秒はやや,不変痘であるが,その後

は直ちに安定した状偵となる｡

4･ N/6 エマルジョンの触摂

4･1爽故に使用した N/G及び駈曲水

この尖敦にmいたN/Gは次のものである｡

N/Gは何れもニトtlグリ コ ー ルを 20-38% 含有

するものを用いた｡

精製 N/G 輔製すみのN/G｡

含酸 N/G 遠心分敵機よI)分離虹後のN/G｡

(硝酸分 8-10%)

)回水洗N/G インゼクターを水と淋 こ1度通した

N/G (樹酸分 0.24-0.25%)

2回水洗N/G l回水洗 N/Gを丈に1度インゼク

ターを適したN/G

(硝酸分 0.02-0.05%)

駆曲水としては通常,水道水を使用するが含赦N/G

を中和する意味も含めて2-5%炭酸ソーダ水静液でも

実験した｡(以下ソーダ水と略記)

4.2包 察結 果

輸送パイプの各点にガラス管を挿入し,中を統れる

エマルジョンの状態を肉眼で観察しその状椴を記号で

表わした｡

表 1 輸送パイプ中のN/Gェマルジ訂ンの状噛

No.｢ N′G 駆 動 水 税療位把 (インt.'クタ-からの搾
取)Om 7m 13m 20m 30

m 55JTL) 将 加 N/G 水 道 水

○ ○ ○ ○ ㊨ △2 含 放

N′G 水 道 水 ㊨ A X × × ×3 含 酸 N/G 5%B!故 ソ-ダ水 ㊨ ㊨ △ ×

× ×4 合 酸 N/G 2%戊敢 ソーダ水

㊨ A 〉く × × X5 1回水洗 N/G 水 道 水 0 ○ △ A ×

×6 2回水洗 N/G 水 遂 水 ○ ○ ○ ㊨ A ×

紀や税明〇 日帝した先金なエマルジョン状

駿｡◎ 工でルジョンの濃淡が若干謎められる｡

4.3枚蘇結果の寄集1) 炎 1から分る迎リ,エマル

ジョン生成条件は一定であってもN/Gと腰肋水を変

化させることにより,エマルジョンの状櫨の登がはっ

きり現われることが分った｡2) 含酸N/Gは,

他のものに比枚して極めてエマルジ9ンにな

り難い (攻はエマルジョン状鰻を促持し救い)

性質を有することが明臆になった｡一般的に首Vol.28.No.2.19一T △ エマルジ

ョンの薮蚊がはっきり分る｡x N/Gと水に分

村しているのが明瞭に分る｡ってエマルジョンは相互

に鮮解性の少ない物質の l方の中に他方が微細粒状と

なって分散したものであり,その安定性については種

々の脱があるが3㌧含酸N/Gの場合にはN/G中の

酸分が極めて水に沖解しやすい性質を有するA,微細

粒化されたN/Gから水柵へと酸分の移動がある｡この物質移動によって



ものと海えられる｡

3) ソーダ水Pr手続を駆動水とした吻合には全体的に

伽馴 ;生じ,観鍬 ま困難となったが.N/GLPの酸分

と水相中の炭酸ソーダの中和反応がN/G粒子と水と

の界面で起るので 2)項に述べたことから考えると水

道水よりよいエマルジョンを御ることは期待し難い｡

4) 水洗してN/Gの含酸分が減少するに従い, よ

いエマルジョンになることが緩められる｡

5) この装放 く封近袋田も同じ)のエマルジョン輸

送パイプ中のレイノルズ数は次の如くである｡

R._-｣ 2些しこ1543
〝

♪:管の内抹

U:5ll･均流速

p :総体の蘇蛙

FL:総体の粘度

この計昇では鮎'a丸抱を無税し,粘度は N/Gと水

の平均粘腔をとった｡ R̀ 款から見ればエマルジョン

輸送管内は嫡流であると考えられるが,:_IJ峡 ,インゼ

クターでエマルジgン化されてからの時間の鮭過と井

に (パイプの光矧 こ行くに従って)エマルジコンから

N/Gが分促して層となって流れているのが 謎められ

た｡

5.N/Gエマルジョンの爆発東映-1

炎験は駒妃の狼牡を用い,次の項目に分けて計7回

行った｡

5.1遁心分級機側が起爆点となった喝含 (披宜上正

起爆と拝す)｡

この実験は迎心分際織側がJJ'-燦発した切な,エマ

ルジョン翰ig･Jl'ィブを通って爆発が洗淋工塞側へ伝播

するか-I.:かを見るものであ7),興造指安上秘めて並斐

な意味を;付するものである｡突放手駒としては凶に示

我 2 爆 発

したN/Gタンクに供水N/Gを4kg入れ,所虎の条

件でN/Gをインゼクターに流下させ 工でルジtJン化

させる｡タンクll)のN/Gが約 300g放るr馴 qtこなる

とタンクに予め装耕していた6号fti見解管によりタン

ク巾のN/Gを燥苑させ.輸送パイプに伝爆するか否

かを見た｡朴井によれば煤発嶋には輸送パイプ中のエ

マルジョンの先端はインゼクターから約 18m の処を

流れていることになる｡ この突放は柿封N/G及含故

N/G各 1回づっ行った｡

5,2エマルジョン抽送パイプが伶弗した場合

(使宜上逆起燦と称ナ)

輸送パイプ内のエ17ルジリンの状旗は観癖姉先から

も明らかな蛾にインゼクターからの出目はN/G粒子

が微細化して分散され爆発し軽いエー/ルジ･Jンになっ

ており,/1イブを流下するに従って除々に分限を起し

速には明映な二軌 こ分れる｡それ故.万一洗洗工畠偶

が起僻点になった場合には′.'ィブ内の不挫エマルジ訂

ンが形成されている所までは僻発が伝播して来ること

が考えられる｡この爆発火映はパイプ内のエマルジョ

ンの安全性を軸路すると抑 制こ観察結果をチェックす

ることが目的である｡'火験手肌 ま3-2項に述べた通

りである｡ なお起爆J.I.tはインゼクターよJ))3m地点

に統一し新桐 100flを川いた｡ この突放は次の5Lgl

行なった｡

l) FIR N/G-水道水

2) 含酸 N/G-水迫水

3) 合酸N/G-5%炭酸ソーダ水

4) 2回水洗 N/G一水道水

5) 2回水洗 N/G-5%脱酸ソーダ水

5.3爆発爽験結果-1

結果を我にまとめると-R- 2の如くなる｡なお写炎

を参考にすればよく理解山光ると.払う｡

光 政 結 果

No･IN/G-6品 十壷~高一五一十盲盲表 結 果

相 対 N/G
含 酸 N/G
柵 剣 N/G
含 酸 N/G
合 椴 N/G
2回水洗 N/G
2回水洗 N/G

水 道 水

水 道 水

水 道 水

水 iii 水

5%ソーダ水

水 道 水

5%ソーダ水

正 起 嬢

同 上

逆 起 畑

ELil .r.

同 ｣こ

同 上

同 上

インゼクターは横枠されたが'.'ィブは無岱

ft'1 .l･_

起爆拓分が20cmのみ破捌

インt･'ククーよl)20cm-2,100cmまで畑発

インゼクターよ))10C･m-2,000cmまで雌充

起 爆 部 37cm のみ煤発

起 脚 部 45cm のみ柑准

5.4頼先典故椿集の考察

t) =Ji2及写1'tから分る通り,分離機側を起爆した

場合燥矧まインゼクター部分で中断されエマルジョン

パイプに伝燦しないことが判明したが,エ1ルジョン
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′:イブを屈触した助分はエ-/ルジョンの状膝によって

爆発性が炎なることがly)帆 こ分った｡

2)iE起爆の場合は印判N/G,含敢N/Gともにタ

ンク及びインゼクターは燥伸されたが輸送パイプはイ

(116) エ光火炎協会誠



写真 1

写文 2N/Gタンク,インゼクター輸送 NノGタング,インゼクター
SAAパイプを示す 添加JJ一決を示す

写真 古来畝-5の輸送Jl'イブ爆発後の状晩

Vol.28,No.2.1947



ンゼククーと迎蘇しているフランジ部から兜が無髄で

規っており,爆矧まインゼクターのディフューザー部

で形成されたN/Gェマルジョンによって中断したこ

とを示している｡従ってN/Gと水が成魚比で約 1:1

の割合でよいエマルジョン状.QP.を示している崎は爆発

の伝播はないことを示している｡ しか しながら柿粥

N/Gも含酸N/Gも正起爆に対して全くl'1'】排の安全係

牧を持っているか否かは疑問である｡

3) 逆起爆の掛合はエマルジョンの状感の良掛 こよ

り伝爆性が典なるのは常放的に考えられる｡'R2の糠

発突放結果と袈 )の規蘇我を比鞍するとこの関除がよ

く分る｡視索兼の13m地点に於ける○印では殆んど爆

発しない｡△印の場合は含酸N/G150/も炭酸ソーダ水

溶液の賂合にインゼクター近くまで伝燈した｡これは

駒述した様に炭酸ソーダ水を駆動水とした場合には液

全体が白濁し視察を誤ったものであ1)江.法を班する｡

また観癖に放ける×印は爆発性で あるのは明腺であ

る｡以上のことから輸送パイプ内のエマルジョンの状

憩を観察することによI)その爆発性を比較的正しく判

断することが出来る｡

4) 以上を総合するに.膳酸から分擬されたN/G

をインゼクターを用いてエマルジョンとなし,洗浄_T_

畠-パイプ輸送するエ笹に於いて,遠心分取機より分

離された含酸N/Gが万一爆発した場合でもインゼク

ター内で形成されるエマルジョンが不粋性である為に

インゼクターが伝燥中断装匠となりJl'ィプを油じて洗

浄工童へ爆発が伝播することは防止山来 る技に思え

る｡しかし含酸N/Gの逆起爆の結果からすると,イ

ンゼクター付近のパイプまで伝燥する可位件を有して

いるので遠心分離機の爆発によってインゼクター付近

のパイプが殉煩することを考慮しておかねげならな

.い｡

否々の硝化工素を考えれば土盛内の輸送パイプだけ

紘(7m)非爆発性のエマルジョンにしておくことが遠

心分脚 からもまた洗浄工壷価からの但発に対して

も被啓を局鰍 こ喰止める絶対条件と考えられる｡

6. 台政N/Gの乳化剤の検肘

迎心分取機から分離された含酸 N/Gをエ11ルジロ

ン翰送するに当って,少なくとも硝化工翁の土包内だ

けは不燦のエマルジョンにする目標を立てた｡このFl

的の為には2つの方法が考えられた｡即ちl),予托塔

を設位する等の方法 を罪じて含敢分 を減少させた

N/Gをエマルジョン翰送する方法および2).分担さ

れたままの含酸N/Gを乳化剤を使って敢制乳化させ

て輸送する方法である｡この内 J)法はU.らたな土木

工事を必要とすることから2)法で含放N/Gェ-/ルジ
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ロン怜送の安全化を進めることにした｡

N/Gと水を乳化剤によって乳化し非爆発性 のエマ

ルジロンとなす爽験は既に報告されているl)｡ しかし

ながらそれらの報告は精製されたN/Gについて･iZ験

されたものであT),吾々N/Gの取扱う含酸について

の軸i!.:は見当らない｡現在象多くの界'dn一活性剤が市仮

されているので,その中から再々の目的に合故したも

のを選び川す爽敦を行なった｡

4.1界市活性剤 (BAA)の換肘

界両活性剤の選択に当っては矧 こ次の点 に留意し

た｡

(1) 硝酸,砲敦との反応性｡

(2) N/Gとの反応性｡

(a) 含酸N/Gをよく乳化すること｡

(4) 小魚でよい効果のあること｡

次に乳化力を判定する為の突放方法を述べる｡

インゼクターに依る乳化は機械舵Ffや 空九校枠とは比

掛 こならない程強力である｡吾々は図2の如きガラス

供の小型インゼクターを自製し,N/Gと同時にSAA

の水辞液を注入してエマルジョンを作り,そのエマル

ジョンをメスシリンダーに受け,エマルジ訂ンの分解

時間を測定する方法を採用した書｡

l･･'i如

lO一寸 Aも- h･1AV

園 2 乳化試敦用法17;

実験の粁果. さきに述べたSAAの条件に沸足した

ものとして次の構造式を有するアニオン活性剤が舟も

効果的であることを見出した｡

R(C211.0)nOSOaNa
R:CI2H25
〃;4

従って以降の報告はこのSAAにしぼって述べるこ

とにする｡

4.2SAAの乳化効果について

駒紀の小型インゼクターを使用して得たエマルジョ

(118)

+この方故によ?欺多くのSAAにつき火故したが,
この詳細は本塩とはなれるので祈略する｡

エ某火薬協会誰



ンの放即 榔打とN/Gの分離率の関係は淡3の通りで

ある｡

少 はa fLlq.tllり

衷3SAAの詩加最と放粥時間 ･分

限叫.,･223より分る通)), 含酸N/Gに対しSÂ を0･0

2-0.030/o加えた場合には栢灘
N/Gと朴んどr.i-3呼なエマルジsrンが出来るこ

とが知れた｡即ち燥発に対しても柵糾N/Gと同様の安全

度と他 室出来る｡ この小型突放装置は射造装既のインゼクタ

ーと諸元が知っているが,含酸N/Gと精製N/Gのエマルジョ

ン分殿の過度には明映な差が見られ,SAAの添加''

Rの大小によってエマル

ジョンの状態は大鋸に調整tl煉 ることが明らかにな

った｡7. N/Gエマルジョンの梅尭典故-2(含

醗N/GにSAAを加えた槻含)小型インゼ

クターによって得られたSAAによるエマルジョン効果

,及びそれを基にして推論してい,-J撫発に対する

安全性が正しいものであるか否かを図 1に示した封造襲匠と同一

スケールの実験装節を他用して爆発'R故を行った｡S

AAは10%の水fYi液とし加斑晶を含敢N/Gと

典に細流にしてインゼクターに托し込んだ｡なおW_勃水

は水道水である｡7.1爆発爽験-2含酸N/Gに対

し加えるŜ^の比邸をかえた喝介のJl'イブrf

lのエマルジョンの伝燥性拭･'JiJlの如くでめる｡

衷 4 含酸N/GにSAAを加えた切合のエマルジョ

ンパイプの爆発性~.,tf.蕊l一蒜 ｢ -表 ~

~兄起楼点のパイプ20cmだけ放れインIビクター

方向-lam,紙下JJ'向-2m伝栂インゼクターJJ
'向-3m. 托下力向-

8m伝搬Yet.28.No.2.17W A

-R2及び衣4より含敢N/G一水道水の組合せに於い

て木靴特の突放条件の下でエ17ルジ,Jン輸送を行った

JhLnh,非爆発性エマルジョンの長さをインゼクターか

らの熊



袋 丘 SAA添加によるエマ)I,ジ9ンの安全性の政経突放結果｡

(雄) I) 袈■ト 印は起雌点の),'イブの頒苑がIm以内のものを示す｡

2) -は屈接点からインゼクター方向-パイプが帰推した長さを示す.

3) -の81合はインゼクターとは反対の把下方向へN/Gェウルジタンが光下している分だけ伝僻する

が'Jiでは省賂した｡

しかしSAAを0.03%加えたものの爆死実験では40m

地点IC･も全く起爆は露められず特典N/Gの観癖鮮果

し栽1)と比放してSAA を加えたものの方が良い結

果を科た｡

これは斡迭),'ィブ内はレイノJt,ズ款より見れば周流

であるが常に能動状鰻にある為,SAAを加えた場合

の方がエマルジロンの保持時問が永いものと考えられ

る｡

2) 硝化及洗沖T_系岡のパイプを全長に捗って非爆

発性のエマルジ77ンとすることが保安上庇良であるこ

とは勿胎であるが.丙工至酬qのパイプのインゼクJJ一

個の10m以上が絶対不燥ゾーンであれば両工尭問のパ

イプによる伝燦は確実に防止山来る｡この思想の下に

SAA政を定める軸誕実験を行った絵札 SAA凧0.Ol

%に於いて38N/g,20N/gを含めて.10回ともに13m

地点に於いて非爆発性エマルジョンとなっていること

が相好された｡従ってSAA丑をN/Gに対し0.01% を

加えることにより相当の安全率を以って初期の目標を

達成したものと判定した｡

)) この方法であれば,嬰場爽境に当っても極めて

脚 tlな牧僻のみで目的の達成が可倍であP,製造柴田

そのものに何ら手を加える必要はない｡

4) 付紀,SAAの虫を増加させれば一周良いエマ

ルジョンを生じ,保安的には更に安全性が向上するこ

とになるが,洗押工掛 こ於いて N/Gと洗浄水の分担

不良を生ずる為,SAAの最を必弊政小取 に止めたも

のである｡

8. 捻 捨

鮒 ヒ後,廃酸と分離された在役の含酸 N/Glま柵灘

N/Gと娘なりエマルジゴンは不安定であD,緋汲N/G

の様に安全なエマルジョン韓送は糊待(tl来ないことを

柵謬した.そして含酸 N/Gの場合には R(C2H10)A
OSOSNaなるアニオン陪性剤をN/Gに対して0.03%

加えてエマルジョン輸送することによ少, 輔炎N/G

と同様の安全性を砲保出来ること,またエ7ルジ9ン

パイプをインゼクターからlOmに捗って非爆発性エマ

ルジョンとするあには SAAを 0.01% 加えれば良い

ことを見出した｡以上の爽験に於いて爆発に対する安
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全性の軸諾究鰍 ま何れも*利払淡既と全たく同一のス

ケールで行ったものであJ),従来報告されている小型

lt攻では縛られない地もl̂僻 的で1J'益な#J裸 を得るこ

とが川氷た｡現'lh 旭IL:戒ではN/Gの逮心分戯織よ

り洗沖_1'.封印のエマルジョン輸送にはこの方法を採用
して安全な作某を続けている｡

なお本研究を爽施するに当って横棒的な御指帝と御

援助をたまわった当工場.揃Ij=Efl工場払 坂本次長を

始め聞締着各位.51たびに佃敦を作なう突放に敢身的に

当られた研究乱 久我一打をはじめとする諸掛 こ対し羅

く感謝する.
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41年･5月 :エ繋火花協会発光会で2#掃｡

TrATuPrtOTtLitroglycerineTTttlhion

ByHirohikoYoshitomi andJunjiHashimoto

AstudywasmadeontransportationoEtheaqueousemulsionoEnitroglycerincon･

tAiningacidseparatedEromthcwasteacidimmediatelyafternitration.

ThemainconditionsoEtheexperimentwerethesameaSthoseforthecommercial

punt.Theexpermentatconditionswereasfollows.

Nitroglycerin AcidicnitroglycerinimmediatelyAfterseparationfrom

wasteacid

Flowmteofwater 550-580kg/Il一

:ilto.:glr,ActeedOnf 520〟540kg/hr

Transmisson玉ine Polyethylenepipe;

Innerdiameter: 21mm

Length: 55m

Leveldifference Fromtheinjectortotlleendoftransferpipe:1.2m

lnitiationoEpipe Byammoniagelatinel印g

UndertheaboveconditionstheappearancesoEtheemulsionwereobserved and

initiationexperimentswereCarriedout.As aresult,itwasfoundthatinthecaseOE

acidicnitroglycerin,eventheemulsionveryneartotheinjectorhasthepossibilityof

explodingandthatiLthesurfactantR(C2H.0)"OSOSNaintheorderof0.01-0.03%

tonitroglycerinisadded,thedefectovercomeandthenitroglycerincanbedeliveredina

sa一eem tJIsi丘edstate.
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